
加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

配
信
し
た
授
業
の
概
要

　

学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
で
は
、
２
０
１
５
年
度

か
ら
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推
進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
）
に
よ
る
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
実
施
し
て
き
た
。
本
学
は
リ

ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ
教
育
を
掲
げ
て
お
り
、
比
較
的
広
範
に
わ
た
る

授
業
を
開
講
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
で
は
本
学
の

特
色
と
な
る
日
本
文
化
を
扱
う
授
業
を
配
信
し
て
き
た
。

　

配
信
し
た
授
業
は
、「
日
本
の
き
も
の

―
歴
史
と
今

―
」

（
２
０
１
５
年
度
、
福
島
雅
子
准
教
授
）、「
味
わ
い
教
育
～
感
じ
る

と
お
い
し
く
な
る
魔
法
」（
２
０
１
６
年
度
、
品
川
明
教
授
）、「
妖

怪
の
世
界
を
探
る
～
そ
の
伝
承
と
ビ
ジ
ュ
ア
ル
テ
キ
ス
ト
～
」（
２

０
１
７
年
度
、
徳
田
和
夫
教
授
）
で
あ
っ
た
。
初
年
度
で
い
え
ば
、

登
録
者
数
は
５
６
４
名
だ
っ
た
が
、
修
了
者
率
は
42・

４
％
で
あ

り
、
こ
れ
は
全
コ
ー
ス
の
平
均
値
23・

７
％
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

受
講
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
も
、「
大
変
満
足
」
と
「
や
や
満

足
」
を
合
わ
せ
た
満
足
度
は
91・

３
％
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
登

録
者
数
は
年
々
増
え
、
修
了
者
の
満
足
度
も
か
な
り
高
い
割
合
を

維
持
し
た
。

２　

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
課
題

　

３
年
間
の
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
通
じ
た
授
業
配
信
の
取
り
組
み
の
中

で
見
え
て
き
た
課
題
も
あ
る
。
第
１
は
担
当
教
員
の
負
担
で
あ
る
。

通
常
の
授
業
と
は
違
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
て
授
業
を
配
信
す
る
た
め
、
担
当
教
員
に
は
授
業
準
備
が
か

な
り
大
き
な
負
担
と
な
る
。
本
学
で
は
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
担
当
教
員

は
学
内
の
担
当
授
業
数
を
１
コ
マ
減
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し

た
が
、
そ
の
分
、
非
常
勤
教
員
を
雇
用
す
る
な
ど
の
経
費
が
か
か
っ

て
し
ま
う
。

　

第
２
の
課
題
は
、
授
業
で
見
せ
る
題
材
（
美
術
品
な
ど
）
に
関

す
る
著
作
権
者
や
所
有
者
の
権
利
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
研
究
者
が
学
術
研
究
を
理
由
に
撮
影
を
許
さ
れ
た
美
術
品

な
ど
の
写
真
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
こ
と

ま
で
は
許
諾
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
本
学
の
場
合
、
授
業
の

大
学
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の 

課
題
と
意
義

［
学
習
院
女
子
大
学
］

時
安 

邦
治
●
学
習
院
女
子
大
学
国
際
文
化
交
流
学
部
長
、
教
授

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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ネ
ッ
ト
配
信
に
当
た
っ
て
写
真
使
用
の
許
諾
を
得
て
使
用
料
を
支

払
う
な
ど
の
対
応
を
と
っ
た
が
、
そ
の
額
は
安
い
も
の
で
は
な
い
。

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
う
に
当
た
っ
て
、
こ
う
し
た
権
利
関
係

を
整
備
す
る
こ
と
は
社
会
的
な
課
題
と
い
え
よ
う
。

３　

授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
意
義

　

も
ち
ろ
ん
、
本
来
重
要
な
の
は
授
業
の
ネ
ッ
ト
配
信
の
意
義
で

あ
ろ
う
。
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
通

じ
た
授
業
配
信
の
意
義
を
、

３
点
ほ
ど
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
１
に
、
大
学
の
研
究
成
果

を
社
会
に
向
け
て
公
表
す
る

意
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
大

学
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要

な
社
会
貢
献
で
あ
ろ
う
。
実

際
、
本
学
が
配
信
し
た
授
業

の
受
講
者
は
、
年
齢
も
、
性

別
も
、
国
籍
ま
で
も
多
様
で

あ
っ
た
。
授
業
担
当
教
員
も

大
い
に
達
成
感
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

第
２
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
国
際
文
化
交
流
学
部
と
い
う
見

慣
れ
な
い
学
部
の
存
在
意
義
が
知
ら
れ
る
と
い
う
広
報
的
な
意
味

が
あ
っ
た
。「
学
習
院
」
だ
か
ら
「
日
本
ら
し
さ
」
と
い
う
誤
解
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
や
世
界
に
向
け
て
学
術
情
報
を
発

信
す
る
意
義
は
大
き
い
。
受
講
者
に
は
、「
大
学
っ
て
、
こ
ん
な
こ

と
も
教
え
て
く
れ
る
の
か
」
と
思
っ
て
も
ら
え
た
に
違
い
な
い
。

　

第
３
に
、
大
学
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
の
推
進
を
是
と
す

る
な
ら
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
に
お
け
る
授
業
配
信
は
そ
の
実
験
と
し
て

の
意
味
合
い
を
も
つ
。
教
室
内
で
は
な
か
な
か
試
せ
な
い
こ
と
も
、

Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
な
ら
で
き
る
と
い
う
面
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

い
う
ま
で
も
な
く
技
術
力
の
あ
る
制
作
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
う
し
た
ス
タ
ッ
フ
と
の
共
同
作
業
の
経
験
を
ふ
ま
え
て
、

学
内
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

４　

今
後
に
向
け
て

　

本
学
は
３
年
間
の
授
業
配
信
を
経
て
、
大
学
と
し
て
ど
の
よ
う

な
授
業
を
配
信
す
べ
き
か
、
ど
う
す
れ
ば
社
会
貢
献
度
が
高
ま
る

か
な
ど
を
吟
味
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
。
ひ
と
ま
ず
２
０
１
８

年
度
は
授
業
配
信
を
控
え
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
意
義
を
高
め
る
た
め

に
内
容
を
再
検
討
し
、
新
た
な
形
で
受
講
者
の
知
的
好
奇
心
と
学

習
意
欲
を
刺
激
す
る
授
業
を
配
信
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

徳田和夫教授の講義風景
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

上
智
大
学
の
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

　

上
智
大
学
の
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
取
り
組
み
は
、
２

０
１
０
年
のO

pen Course W
are

（
Ｏ
Ｃ
Ｗ
）
へ
の
参
加
に
さ

か
の
ぼ
る
。
授
業
の
動
画
や
資
料
、
学
内
開
催
の
講
演
会
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
模
擬
授
業
な
ど
、
４
０
０
近
い
コ
ン
テ
ン
ツ

を
公
開
し
て
お
り
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
一
端
を
公
開
す
る

場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。（https://ocw

.cc.sophia.ac.jp/
）

　

２
０
１
４
年
４
月
に
は
、
本
学
の
教
育
研
究
活
動
の
社
会
還
元

を
よ
り
強
化
す
る
目
的
で
、
日
本
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
推

進
協
議
会
（
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
に
加
盟
し
た
。
こ
の
と
き
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ

の
取
り
組
み
の
存
続
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
が
、
Ｏ
Ｃ
Ｗ
と
Ｊ
Ｍ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
オ
ー
プ
ン
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
方
向
性
が
異
な
る
と
判

断
し
、
並
行
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

本
学
に
し
か
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
！

　
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
講
座
制
作
に
当
た
り
、「
本
学
に
し
か
で
き
な
い

コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
」
を
念
頭
に
、
上
智
大
学
の
特
色
を
生
か
し
た

テ
ー
マ
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、『
大
航
海
時
代
の
日
本
：
日
欧

文
化
交
流
の
歴
史
（
ヒ
ス
ト
リ
ア
）』（
２
０
１
５
年
３
月
）
と
、

『
ア
ン
コ
ー
ル・

ワ
ッ
ト
研
究
～
「
人
間
」
を
考
え
る
総
合
学
問
と

し
て
の
新
地
平
～
』（
２
０
１
６
年
９
月
）
の
２
講
座
を
、gacco

®

上
で
公
開
し
た
。
前
者
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
本
学
の
設
立
母
体
で

あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
日
本
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
伝
来
に
よ
り
、
日

本
と
欧
州
の
文
化
が
「
接
続
さ
れ
た
」
こ
と
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

そ
の
時
代
の
日
欧
の
文
化
交
流
を
扱
っ
た
。
後
者
は
、
上
智
大
学

ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
石
澤
良
昭
教
授
が
長
年

携
わ
っ
て
き
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー
ル・

ワ
ッ
ト
遺
跡
の
修

復
活
動
を
中
心
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
歴
史・

文
化
な
ど
を
扱
っ
た

講
座
で
あ
る
。
共
に
、
上
智
大
学
の
建
学
の
理
念
（
叡ソ

フ
ィ
ア智

が
世
界

を
つ
な
ぐ
）
や
教
育
精
神
（M

en and W
om

en for O
thers, 

w
ith O

thers

）
と
密
接
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ま
さ
に

「
本
学
に
し
か
で
き
な
い
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

も
う
一
つ
の
特
長
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
用
の
ビ
デ
オ
ク
リ
ッ

海
外
展
開
も
見
据
え
た
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

講
座
―
上
智
大
学
の
取
り
組
み
事
例

［
上
智
大
学
］大

日
方 
聖
信
●
上
智
大
学
総
務
局
広
報
グ
ル
ー
プ
長

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》
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プ
も
含
め
全
て
の
動
画

に
英
語
の
字
幕
を
入

れ
、
課
題
も
日
英
で
作

成
し
た
点
に
あ
る
。
受

講
生
を
日
本
人
に
限
定

せ
ず
、
日
本
語
を
母
語

と
し
な
い
方
々
に
も
受

講
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
工
夫
し
た
。
英
語

字
幕
を
付
け
る
こ
と
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
初
か

ら
の
既
定
路
線
で
あ
っ

た
が
、
結
果
と
し
て
、

海
外
の
方
々
に
も
少
な

か
ら
ず
受
講
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

過
去
２
回
の
実
績
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
、
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
事
務
局

の
後
押
し
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
諸
国
間
の
オ
ー
プ
ン
オ

ン
ラ
イ
ン
教
育
の
連
携
を
図
る
目
的
で
２
０
１
７
年
３
月
に
タ
イ・ 

バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
た
「T

he 1
st A

sia-Pacific M
O

O
Cs 

Stakeholders Sum
m

it

」
に
お
い
て
、
小
職
が
事
例
発
表
を
行
っ

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
が
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
英
語
字
幕
を

付
け
る
こ
と
は
、
自
国
以
外
の
受
講
生
の
取
り
込
み
や
国
を
ま
た

い
だ
講
座
の
提
供
に
有
効
で
あ
る
と
の
感
触
を
得
て
、
本
学
の
取

り
組
み
の
成
果
を
改
め
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

３　

今
後
の
取
り
組
み

　

講
座
制
作
は
、
関
係
す
る
教
職
員
の
負
荷
が
大
き
い
こ
と
も
あ
っ

て
量
産
化
が
難
し
い
が
、
現
在
、
第
３
弾
以
降
の
制
作
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
制
作
し
た
講
座
に
つ
い
て
も
、
既
存
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
上
で
の
公
開
だ
け
で
な
く
、
い
く
つ
か
の
動
画
を
取

り
出
し
、
授
業
や
講
演
会
な
ど
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
以
外
で
も
使
用
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
利
用
も
検
討
に
値
す
る
。

　

バ
ン
コ
ク
の
会
議
で
は
、
ユ
ネ
ス
コ・

バ
ン
コ
ク
オ
フ
ィ
ス
代

表
か
ら
、
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」

の
目
標
４
「
質
の
高
い
教
育
を
全
て
の
人
々
へ
」
の
達
成
に
非
常

に
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
本
学
の
Ｊ
Ｍ
Ｏ
Ｏ

Ｃ
講
座
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
４
の
達
成
に
貢
献
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
望

外
の
幸
せ
で
あ
り
、
今
後
も
、「
持
続
的
な
」
講
座
の
制
作
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
る
。

�
※gacco

は
株
式
会
社
ド
コ
モgacco

の
登
録
商
標
。

すべての動画に英語字幕をつけた
（『アンコール･ワット研究』、石澤良昭教授によるプロモーション用動画から）
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加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

は
じ
め
に

　

早
稲
田
大
学
は
２
０
１
５
年
９
月
に
、
１
５
０
０
万
人
を
超
え

る
学
習
者
が
登
録
し
て
い
る
大
規
模
公
開
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

（M
O

O
C

：M
assive O

pen O
nline Course
）
の
プ
ラ
ッ 

ト
フ
ォ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る
ｅ
ｄ
ｘ
に
加
盟
し
、
二
つ
の
コ
ー
ス

を
開
設
し
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
開
発・

デ
ー
タ
分
析
は
、
筆
者
が
所

属
す
る
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
て

行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
と
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義
に
言
及
し
、
最
後
に
早
稲
田
大
学
に

お
け
る
今
後
の
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
可
能
性
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

２　

こ
れ
ま
で
に
開
講
し
た
講
座

　

第
一
弾
の
講
座
は
、
柴
山
知
也
教
授
に
よ
るT

sunam
is and 

Storm
 Surges

：Introduction to Coastal D
isasters

で
あ

り
、
沿
岸
防
災
に
焦
点
を
当
て
た
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
の
講
座
に

は
、
終
了
時
点
で
２
６
７
５
人
が
登
録
し
、
修
了
率
は
９・

４
％

で
あ
っ
た
。
本
講
座
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、Reddit

と

い
う
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
学
習
者
の
質
問
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
回
答
す
るA

sk M
e A

nything

を
行
っ

た
。
ま
た
、
本
講
座
はJack K

ent Cooke Foundation

の
奨

学
金
指
定
講
座
に
選
ば
れ
、
講
座
を
修
了
す
る
こ
と
が
奨
学
金
応

募
の
条
件
と
な
っ
た
。

　

第
二
弾
と
し
て
、
戸
田
貴
子
教
授
に
よ
るJapanese Pronun-

ciation for Com
m

unication

と
い
う
日
本
語
の
発
音
を
対
象
と

す
る
講
座
を
開
講
し
た
。
こ
の
講
座
に
は
１
万
１
１
６
５
人
が
登

録
し
、
修
了
率
は
７・

５
％
で
あ
っ
た
。
特
徴
的
な
取
り
組
み
と

し
て
は
、
本
編
動
画
以
外
に
「
会
話
で
学
ぶ
日
本
語
発
音
＆
カ
ル

チ
ャ
ー
」
や
「
世
界
の
日
本
語
音
声
教
育
」、「
シ
ャ
ド
ー
イ
ン
グ

練
習
用
教
材
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
が
あ
る
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
鑑
み
、
日
本

語
、
英
語
、
中
国
語
、
韓
国
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
、
タ
イ
語
の
字
幕・

訳
文
を
提
供
し
た
。

　

前
記
の
講
座
は
い
ず
れ
も
、
現
在
、
再
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

世
界
に
向
け
た
教
育
内
容
の
公
開

［
早
稲
田
大
学
］

石
井 
雄
隆
●
早
稲
田
大
学 

大
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
助
手

《
オ
ー
プ
ン
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
編
》

1182018.3　大学時報



第
三
弾
講
座
と
し
て
、
池
上
重
輔
教
授
に
よ
るJapanese Busi-

ness M
anagem

ent

の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

３　

グ
ロ
ー
バ
ル
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
配
信
の
意
義

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
を
用
い

て
教
育
内
容
を
公
開

す
る
こ
と
に
は
多
く

の
意
義
が
あ
る
が
、

本
稿
で
は
、
広
報

ツ
ー
ル
と
し
て
の
可

能
性
に
言
及
す
る
。

図
１
は
、「
早
稲
田
大

学
に
つ
い
て
、
当
て

は
ま
る
も
の
を
す
べ

て
選
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
い
う
設
問
に

対
す
る
第
一
弾
講
座

（
ｎ
＝
８
４
９
）
お

よ
び
第
二
弾
講
座

（
ｎ
＝
６
１
０
）
の

回
答
結
果
で
あ
る
。

　

第
一
弾
講
座
に
つ
い
て
は
62
％
（
５
２
４
名
）、
第
二
弾
講
座
に

つ
い
て
は
83
％
（
５
０
６
名
）
の
学
習
者
が
、「
名
前
を
知
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
な
い
」
ま
た

は
「
こ
の
コ
ー
ス
を
受
け
る
ま
で
早
稲
田
大
学
に
つ
い
て
一
度
も

聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ

は
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
大
学
の
広
報
ツ
ー

ル
と
し
て
の
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
こ
と
が
、
結
果
か
ら
示
唆
さ

れ
た
。

４　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性

　

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
今
後
の
可
能
性
と
し
て
は
、
次
の
三
点
が
考
え
ら

れ
る
。
一
点
目
は
、
学
習
履
歴
の
解
析
に
基
づ
く
新
た
な
教
育
手

法
の
開
発
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
学
習
履
歴
を
基
に
し
て
、
オ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
に
新
し
い
教
育
手
法
を
導
入
す
る
こ
と
を
指
す
。
二
点
目

と
し
て
は
、
反
転
授
業
や
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｃ
（Sm

all Private O
nline 

Courses

）
に
お
け
る
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｃ
の
利
活
用
で
あ
る
。
三
点
目
は
、

M
icroM

asters

へ
の
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
位

を
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
こ
う
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
正
規
科
目
と
し
て
の
取
り
扱
い
と
い
っ
た
世

界
的
潮
流
へ
の
対
応
も
、
今
後
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ

ろ
う
。

図１　アンケートの結果
0 10 20 30 40 50 60

このコースを受けるまで
早稲田大学について一度
も聞いたことがなかった

名前を知っていたけれど、
早稲田大学についてよく
知っていない

早稲田大学について少し
知っている

早稲田大学のことをとても
よく知っている

早稲田大学の職員・研究者
である

早稲田大学の学生・卒業生
である

私の大学は早稲田大学の
協定校である

早稲田大学で学びたいと
思っている

留学生・訪問学者として
早稲田大学にいたことが
ある

（%）

第一弾講座
第二弾講座
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